
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CURRENT TOPICS ～社会奉仕活動『大漁桜』観賞会  2011.2.20（日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会長挨拶 渡辺幸男 元会長 
２月は前半には市長選、後半にはビッグひな祭 

りが行われ、観光客も多く、何となくざわざわと 

した感じがいたしました。 

以前、１２月に水中考古学者の井上氏をお招き 

して『官軍塚の沖に眠るハーマン号』というお話をいただきましたが、そ

の後進展がありまして、２月７日に熊本の里見さんというお宅から、官軍

が沈んだときの絵が６枚発見されました。たぶん、生き残った方が熊本に

戻りまして、知り合いの絵描きさんに沈んだときの様子を絵に描いてもら

ったのではないかと推測されるのですが。このことは、熊本の新聞にはも

ちろん出たのですが、東京新聞でもかなり大きく取り上げられ、井上先生

もとても喜んでおられました。これに付随して、弘前の青年会議所が『自

分達の街を助けるために何百人という人が来てくれる途中で亡くなった、

このことを自分達は忘れてはいけないんじゃないか？』という動きを去年

くらいから始めておりますので、早速、弘前ＪＣに連絡をいたしました。

すると、『勝浦に行きます』と言って訪ねてくださいました。ほんの１時

間だけの滞在だったのですが、官軍塚、川津の津慶寺をご案内してお帰り

になりました。一昨日またお電話をいただいて、８月に川津の津慶寺で供

養する時にお線香を送らせていただきます、という内容でした。御宿とメ

キシコのように大きなお話にはならないと思いますが、これを機会に弘前

と勝浦と熊本が共通な話題で、これから親しくおつきあいできるのかな～

そんな思いをしておりました。 

 

幹事報告 中村満幹事 
①２月１６日に館山ベイＲＣ開催のＩ．Ｍがあり、 

勝浦ＲＣでは１７名が参加いたしました。 

②３月のロータリーレイトは １ドル８４円 

③３月２７日にＰＥＴＳが開催されます。 
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■２月 25 日（金）のプログラム 
・卓話：金子良恵先生 

   （勝浦市立豊浜小学校教頭） 

 

■本日（３／４）のプログラム 
・クラブフォーラム 

 

■今後の例会プログラム 

・ 3/11（金）会員卓話 

・ 3/18（金）卓話：猪瀬友吉氏 

『戦場における我が青春』 

・ 3/25（金）未定 

美人留学生を紹介する渡辺幸男プログラム委員長

  

 



  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委員会報告  社会奉仕／水野敬泰 副委員長 
２０日に『大漁桜の観賞会』に、 

会員２２名とオブザーバー１名の 

参加をいただきました。ごみ収集と 

大漁桜の観賞をし、110 段の木段を 

のぼって『お万の方』から、壮観な漁場を眺めました。帰

りには斎藤麻美子会員から、サケのお土産までいただき、

参加いただいた方々には満足いただけかと思います。皆様

ご協力ありがとうございました。 

              撮影：関正巳 会員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水野敬泰 職業奉仕委員長 

先日行いました『料理教室』のＤＶ 

Ｄができましたので、来週お見せい 

たします。これは、朝日新聞、千葉 

日報，勝浦広報の３社に載りました。 

こういう活動を通じて勝浦ＲＣを 

ますます広めてまいりましょう。 

クラブ会報委員会：週報についてのご意見、原稿・写真データをお寄せください。  

Mail：hiroko-w@hitz-totalsystem.com  Fax：0470-73-0759 

ロータリー情報／牧野利美 委員長  

３年に１度、勝浦ＲＣの定款、細則等 

の改訂を行うということで、次年度の 

７月１日以降なるべく早く、皆さんに 

印刷したものをお渡しする予定でおり 

ます。中村幹事が取り寄せてくださった２０１０年の 

手続き要覧を関係者の方にお渡しいたします。対象者は

ロータリー情報委員会のメンバー、会長、幹事、次年度

ガバナー補佐、地区の幹事、学識経験者の数名。４月末

までに原案を作り、その後１ヶ月かけて、みなさんのご

意見を聞き、それから印刷、校正を繰り返していきたい

と思っておりますので、よろしくお願い致します。 

 

後任紹介 

京葉銀行 勝浦支店長になりました 

高山と申します。前任の田中から 

勝浦ＲＣの引継ぎを受けて、本日から 

出席をさせていただきました。 

勝浦の地域、みなさん、わからないこと、学ぶ事がたく

さんありますので、ロータリーを通じて教えていただき

たいと思います。どうぞよろしくお願い致します。 

 
ニコニコＢＯＸ （中村昇 親睦委員長） 
結婚記念日 関正巳 君 

お蔭様で４１年、無事に過ごしていま 

す。ありがとうございます。二人とも 

元気にやっております。 

 

自主申告 鈴木亨 君 

２月の第一週の週報に、しかも第一目に、写真に載せて

いただき大変光栄に思っております。 

私も永くＲＣにお世話になっております 

が、第一面に載せていただいたのは、 

初めてのことです。 

ありがとうございました。 

そして、もう一つ．．．ここのところ、地区大会を初め、

各地区の行事や大会等に不参加いたしまして、大変申し

訳なく思っております。お詫びの印しとさせていただき

ます。 

 

 



さらに、イベントにも積極的に参加しています。 

例えば、文化祭での実演披露、｢ビックひな祭り｣で

は、武道館研修センターのフロント前にて、お琴の

音色に合わせて、中学生・高校生による俳句・短歌

を書く実演、｢うれしいひなまつり｣をアカペラにあ

わせて歌詞を中学生４名が書く実演、勝浦市のゆる

キャラ｢カッピー｣の歌に合わせて、言葉を小学生が

書くという実演を行います。是非、ご参観いただき

ますよう、よろしくお願い致します。 

また、平成１５年に、ボランティア精神で参画した

い人が誰でも参加できる団体｢なの花書道愛好会｣

を発足しました。これは、千葉県をはじめ全国組織

で、現在の会員は、市内の小中高校生、県内の小中

高校生や大人をあわせて２００名ほど。書道が好き

で、文字を書く事が好きな人、子どもと触れ合いた

い、お年寄りが好きな人たちが集まっています。 

そしてこの展覧会は、毎年８月の第３週に県立美術

館で書道展をしています。 

１００歳から幼児まで、また、高齢者・障害者の作

品を展示することで、生涯づくりの場を提供してい

ます。さらに、精神統一の必要な書写書道をとおし

て、青少年の健全な心身の育成と、豊かな心情を養

い、伝統文化の普及を図ると同時に、静と動の芸術

を目の当たりにすることにより、表現の楽しさの 

提供を終日展示、発表をしています。 

『美しい文字は手書き文字から 

そして、言葉は、心の栄養』だと思っています。 

『手書き文字こそ魂が宿る』 

という信念を基に、書の 

楽しさ、素晴らしさを伝え、 

『書くよろこび』を次の世代 

に引き継いでいけるように、 

頑張る所存です。 

 
 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 

 

        

[天声ヒロ語] またまた今年も、「ビッグひな祭り」をゆっくり見ることもできないうちに終わってしまった。 

それでも気になりのは、今年は観光客何万人だったのだろう？毎日飾りつけで大忙しだった皆さんに感謝！！ 

ゲスト卓話：金子良恵先生 
      『書を愛好する心情を育てたい』 

情報化が進展する今日、文字は 

印字されることが多くなりま 

した。しかし、時代の変化の中 

にあっても、手紙など手書き文 

字を好んで書く方も多く見ら

れます。これは、温かさや心の豊かさ、美しさを表し

ていると思います。学校教育においては、こうした手

書き文字の大切さを重視する観点から、今年から使う

教科書から、新しい学習指導にそい、小・中学校の国

語科書写の内容の改善が図られています。 

例えば、小学校では『目的に応じて使用する筆記用具

を選び、その特徴を生かして書くこと』を新たに示し、

お世話になった人にお礼の気持ちを伝えるために丁

寧に整った文字を書くことなど、生活における様々な

場面に応じた書き方ができるようになることを求め

ています。中学校においては、これをさらに発展させ、

毛筆を使用して書く場合には、目的や必要に応じて、

楷書や行書の特徴を踏まえ、書体を選択して書く事が

できるようになることを求めています。 

また、文字を正しく整えて書く能力を身につけるため

には、特に毛筆を使用した書写の指導が重要となって

います。新しい学習指導要領において、筆圧などに注

意して書くことや穂先の動きと点画のつながりを意

識して書く事が新たに示されています。 

こうして、小・中学校での国語科書写の指導において、

文字の芸術性に関心を向ける素地を養い、高等学校芸

術書道へと発展させています。手書き文字を大切にす

ることは書を愛好する心情にも繋がります。わが国の

伝統文化である書の文化の理解を一層深め尊重する

態度を養うことを重視しています。 

『生涯にわたり書を愛好する心情を育てる』ことや

『書の伝統文化について理解を深める』ことも新たに

加わっています。 

こうした学校教育での取り組みと並行して、日本武道

館研修センター主催の『書道教室で』で地域の子ども

たちや、生涯学習として学んでいる皆さんへの指導に

参画しています。 

出席報告 2／25（金）出席委員会（関祐介委員長） 

会員 出席 MU 欠席 出席率

40 名 24 名 11 名 5 名 87.50% 

欠席者：浅野玄航 高橋奈緒美  吉野裕子  
渡辺保  渡邉昌俊 

 


